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らくなん進都のまちづくりを
進めるための支援

緑化への助成・企業立地促進のための
土地所有者への奨励金

※ 油小路通を中心に、概ね北は十条通、南は宇治川、東は東高瀬
川、西は国道１号に囲まれた面積約607haの地区

市では「新しい京都を発信するものづくり拠点」

を目指す「らくなん進都※」内のまちづくりを推進す

るため、緑化を行う企業への助成や、企業立地を促

進するための土地所有者への奨励金交付を実施して

います。まずはお問い合わせください。

問＝市・都市づくり推進課（☎222-3503）

対象　らくなん進都内で100㎡以上の緑化を行う企業
助 成の内容　屋上、壁面、地上の緑化　経費の50％
（上限200万円。壁面緑化のみの場合は上限100万円）

緑化助成

対 象　らくなん進都内の土地所有者で、製造業等を
営む企業への土地の売却などを行った方

奨 励金の内容 ①土地の売却　売却価格の2.85％（上
限500万円）、②土地の貸付け、貸し事業所の新築
等 当該土地の固定資産税・都市計画税相当額の
２年度分（単年度当たりの上限200万円）

企業立地促進のための土地所有者奨励金

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間　
赤
十
字
活
動
に
ご
協
力
を

日
本
赤
十
字
社
で
は
国
内
外

で
の
災
害
時
の
救
護
・
復
興
支
援

活
動
を
は
じ
め
、
医
療
・
血
液
事

業
の
推
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
強
化
な
ど
、
人
道
的
な
事
業
を

幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。

５
月
は
特
に
「
赤
十
字
運
動
月

間
」
と
し
て
、
南
区
赤
十
字
奉
仕

団
を
中
心
に
活
動
資
金
（
社
資
）

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

区
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

３
月
15
日
、
「
平
成
24
年
度
第

２
回
市
民
し
ん
ぶ
ん
南
区
版
モ
ニ

タ
ー
会
議
」
を
南
区
役
所
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
読
者
の

視
点
か
ら
の
紙
面
の
充
実
を
目
指

２
月
23
日
、
あ
ん
し
ん
・
あ
ん

ぜ
ん
上
鳥
羽
推
進
委
員
会
に
よ
る

「
小
さ
な
お
せ
っ
か
い
宣
言
」
の

表
彰
式
が
、
上
鳥
羽
小
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
通
し
て
環
境

の
負
荷
を
減
ら
す
大
切
さ
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

南
区
循
環
型
社
会
推
進
会
議

で
は
今
後
も
環
境
に
関
す
る
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

３
月
17
日
、
南
区
自
治
連
合
会

に
よ
る
平
成
24
年
度
最
後
の
南
区

一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

暖
か
な
春
の
日
和
の
中
、
今
回

も
多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん
が
参

加
。
明
田
公
園
（
東
和
学
区
）
で

の
開
始
式
の
後
、
ま
ち
を
よ
り
美

し
く
す
る
た
め
、
道
路
や
公
園
の

ご
み
拾
い
、
掃
き
掃
除
に
励
み
ま

し
た
。

な
お
、
こ
の
日
集
め
ら
れ
た
約

８
ト
ン
の
ご
み
は
南
部
ま
ち
美
化
事

務
所
の
協
力
で
処
理
さ
れ
ま
し
た
。

集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

５
月
16
日（
木
）　

13
時
30
分
〜
15
時

○
元
山
王
小
学
校

問
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課（
☎
681
・
３
５
７
３
）

３
月
６
日
、
南
区
循
環
型
社
会

推
進
会
議
に
よ
る
環
境
バ
ス
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
環
境
問
題
に
関
心
の

あ
る
49
名
が
参
加
し
、
姫
路
市
に

あ
る
「
新
日
鐵て

つ

住
金
株
式
会
社
広

畑
製
鐵
所
」
と
「
関
西
タ
イ
ヤ
リ

サ
イ
ク
ル
株
式
会
社
」
を
訪
れ
ま

し
た
。

広
畑
製
鐵
所
で
は
高
い
リ
サ

イ
ク
ル
率
を
誇
る
鉄
鋼
の
大
規
模

製
造
設
備
を
見
学
。
続
い
て
訪
れ

た
タ
イ
ヤ
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で

は
、
廃
タ
イ
ヤ
を
ガ
ス
、
油
、

カ
ー
ボ
ン
、
鉄
ワ
イ
ヤ
ー
に
資
源

化
す
る
仕
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
無
駄
の
な
い

リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
を
間
近
で
見

て
、
日
頃
か
ら
資
源
の
再
利
用
を

心
掛
け
よ
う
と
改
め
て
思
っ
た
」

と
い
っ
た
声
が
あ
が
り
、
資
源
の

３
月
３
日
、
第
56
回
南
区
民
卓

球
大
会
が
久
世
中
学
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
各
学
区
か
ら
選
抜
さ
れ

た
93
人
が
参
加
。
観
客
の
熱
い
エ
ー

ル
の
中
、
各
選
手
と
も
息
を
の
む

白
熱
し
た
試
合
を
展
開
し
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

な
お
、
総
合
で
は
久
世
体
振
が

優
勝
し
ま
し
た
。

【
総
合
順
位
】

優　

勝　

久
世
体
振

準
優
勝　

唐
橋
体
振

第
三
位　

東
和
体
振

広
場
広
場

み
な
み
の

み
な
み
の

【
混
合
ダ
ブ
ル
ス
】

優　

勝　

西
村
正
和
・

　
　
　
　

井
上
千
代（
久
世
）

準
優
勝　

桝
本
文
人
・

　
　
　
　

永
井
明
美（
久
世
）

第
三
位　

高
橋
行
光
・

　
　
　
　

青
島
房
子（
唐
橋
）

【
個
人
】

〈
男
子
一
部（
39
歳
以
下
）〉

優　

勝　

高
井　

健（
南
大
内
）

準
優
勝　

豊
田
勇
次（
久
世
）

第
三
位　

桝
本
文
人（
久
世
）

〈
男
子
二
部（
40
〜
54
歳
）〉

優　

勝　

上
倉
広
宣（
久
世
）

準
優
勝　

細
江　

信（
唐
橋
）

第
三
位　

澤
井
秀
一（
吉
祥
院
）

〈
男
子
三
部（
55
歳
以
上
）〉

優　

勝　

高
橋
行
光（
唐
橋
）

準
優
勝　

永
井　

徹（
久
世
）

第
三
位　

北
野
健
二（
久
世
）

〈
女
子
一
部（
39
歳
以
下
）〉

優　

勝　

井
上
千
代（
久
世
）

準
優
勝　

河
嵜
ひ
と
み
（
東
和
）

第
三
位　

河
合
佳
美（
唐
橋
）

〈
女
子
二
部（
40
〜
54
歳
）〉

優　

勝　

永
井
明
美（
久
世
）

準
優
勝　

上
倉
仲
代（
久
世
）

第
三
位　

真
野
加
代
子（
祥
栄
）

〈
女
子
三
部（
55
歳
以
上
）〉

優　

勝　

青
島
房
子（
唐
橋
）

準
優
勝　

北
野
睦
美（
唐
橋
）

第
三
位　

片
山
恵
子（
祥
栄
）

（
敬
称
略
）

高
い
リ
サ
イ
ク
ル
率
を

誇
る
資
源
循
環
型
製
鉄

所
な
ど
を
見
学
　
環
境

バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催

美
し
い
ま
ち
へ

地
域
力
（
み
な
み
力
）

を
発
揮

南
区
一
斉
清
掃

総合優勝された久世体振の皆さん モニター会議の様子 「小さなおせっかい宣言」表彰式の様子

地域交流会の様子

施設見学の様子

南区一斉清掃の様子

センター名 場 所 連絡先

吉祥院
いきいき市民
活動センター

吉祥院砂ノ町 691-7561

上鳥羽北部
いきいき市民
活動センター

上鳥羽南唐戸町 691-9098

上鳥羽南部
いきいき市民
活動センター

上鳥羽山ノ本町 672-3521

久世
いきいき市民
活動センター

久世大築町 921-0030

今
月
の
ぶ
ら
り
散
策
は
休
載
し

ま
す
。
前
回
（
３
／
15
号
）
の

答
え
＝
石
碑
の
周
囲
に
あ
る
大

き
な
石
の
数
は
「
③　

３
つ
」。

南
区
民
卓
球
大
会

総
合
優
勝
は

久
世
体
育
振
興
会

区
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
親
し
み
を
持
つ
紙
面
に

市
民
し
ん
ぶ
ん
南
区
版
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

し
て
、
平
成
16
年
度
か
ら
実
施
。

24
年
度
の
活
動
を
締
め
く
く
る
こ

の
日
の
会
議
で
は
、
一
年
間
の
活

動
の
成
果
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
読
者
層
の
拡
大
に
向
け
た
工

夫
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
記
事
に
関
連
す
る
区
役
所
職
員

の
写
真
を
掲
載
す
る
な
ど
、
区
民

が
よ
り
身
近
に
感
じ
る
紙
面
づ
く

り
を
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ

れ
、
今
後
も
区
内
の
様
々
な
情
報

を
発
信
し
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
よ

り
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

当
日
は
地
域
住
民

33
名
の

方
々
が
参
加
。
み
ん
な
で
支
え
合

う
こ
こ
ち
よ
い
上
鳥
羽
を
目
指

し
、
「
か
」
「
み
」
「
と
」「
ば
」
の

４
文
字
か
ら
始
ま
る
「
小
さ
な
お

せ
っ
か
い
」
の
標
語
を
宣
言
さ

れ
、
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
11
名
の
皆
さ
ん
に
、
同
委
員

会
の
村
田
治
夫
会
長
か
ら
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
作
品
は
宣
言
集
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
、
上
鳥
羽
の
安
心
・

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
さ
れ

ま
す
。

区内４か所にある「いきいき市

民活動センター」では、施設の利用

をはじめ、皆さんのボランティア

やサークルなどの活動を支援する

ために、地域交流の催しや講座な

どを実施。どうぞご利用ください。

開所時間
午前10時～午後９時（日曜は午前

10時～午後５時）

※毎火曜・年末年始（12月29日～

１月４日）は休所

施設の使用料
◇会議室、和室 １時間100円

◇料理室 １時間500円

※ センターによって使用できる施

設は異なります（申込は使用を

希望するセンターへ）

平
成
24
年
度
の
公
募
モ
ニ
タ
ー

◆
髙
橋 

利
夫　

◆
高
橋 

景
子

◆
土
佐 

保
子　

◆
鷺
島 

健
司

◆
松
井 

憲
昭　

◆
三
宅 

茉
紀

◆
田
中 

叡
峰　
（
敬
称
略
）

平
成
25
年
度
も
市
民
し
ん
ぶ

ん
南
区
版
の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
。

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
条
件　

区
内
在
住
又
は
通

勤
・
通
学
の
18
歳
以
上

２
月
25
日
、
下
京
西
部
医
師
会

に
よ
る
地
域
交
流
会
が
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
「
ビ
ハ
ー
ラ
十

条
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
新
千
本
十
条
の
近
隣

住
民
12
名
の
方
々
が
子
ど
も
連
れ

で
参
加
。
保
育
士
が
子
ど
も
た
ち

を
見
守
る
間
、
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ

プ
の
先
生
の
指
導
の
下
、
色
鮮
や

か
な
花
々
の
美
し
い
飾
り
方
を
体

験
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
多
忙
な

日
々
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
る
花
の

魅
力
を
楽
し
む
と
と
も
に
、参
加
者

活
動
内
容　

①
毎
月
、
市
民
し
ん

ぶ
ん
南
区
版
へ
の
感
想
等
を
提

出
、
②
年
２
回
程
度
開
催
す
る
会

議
に
出
席
（
平
日
の
昼
間
開
催
、

子
ど
も
の
同
伴
可
、
謝
礼
有
）

募
集
人
数　

５
名
程
度（
選
考
有
）

任
期　

平
成
26
年
３
月
末
ま
で

応
募
方
法　

①
住
所
、
②
氏
名
、

③
性
別
、
④
年
齢
、
⑤
職
業
、
⑥

通
勤
・
通
学
先
（
区
外
在
住
の
方

の
み
）、
⑦
電
話
番
号
、
⑧「
市
民

し
ん
ぶ
ん
南
区
版
」
へ
の
感
想
を

記
入
の
上
、
郵
送
又
は
FAX 

で
地
域

力
推
進
室
へ
。

〒
601
・
８
５
１
１
（
住
所
記
載
不

要
）、
FAX 

671
・
９
６
５
３

申
込
締
切　

４
月
30
日（
火
）消
印

有
効

※
選
考
結
果
は
５
月
中
に
通
知

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

あ
な
た
の
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

区
民
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
！

「
消
防
記
念
日
」表
彰
式
を
開
催

３
月
３
日
、
平
成
25
年
「
消
防

記
念
日
」
表
彰
式
が
立
命
館
朱
雀

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
昭
和
23
年
の
消
防
組

織
法
施
行
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ

た
「
消
防
記
念
日
」
に
ち
な
み
毎

年
実
施
。
地
域
の
防
火
・
防
災
活

動
の
推
進
な
ど
に
尽
力
し
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

た
方
々
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

南
区
か
ら
は
５
名
、
11
団
体
、

５
事
業
所
が
表
彰
さ
れ
、
そ
の
功

績
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

《
市
長
表
彰
》

○
梅
逕
学
区
自
主
防
災
会

○
グ
ラ
ン
シ
テ
ィ
京
都
Ⅰ
番
館

　

自
主
防
災
部

○
東
札
ノ

町
自
主
防
災
部

○
日
本
板
硝
子
株
式
会
社

　

京
都
事
業
所

○
迎
錫
山
福
田
寺

○
炭
谷
寿
朗（
陶
化
学
区
）

○
藤
岡
正
男（
山
王
学
区
）

《
局
長
表
彰
》

○
九
条
塔
南
学
区
自
主
防
災
会

○
八
条
寺
内
町
北
自
主
防
災
部

○
里
ノ
内
東
町
自
主
防
災
部

○
西
ノ
庄
新
東
屋
敷
町
自
主
防
災
部

○
築
山
町
自
主
防
災
部

○
松
田
町
北
部
自
主
防
災
部

○
唐
戸
町
第
二
自
主
防
災
部

○
中
殿
田
町
西
部
自
主
防
災
部

○
大
原
パ
ラ
ヂ
ウ
ム
化
学
株
式
会
社

　

吉
祥
院
工
場

○
第
一
工
業
製
薬
株
式
会
社

○
メ
テ
ッ
ク
北
村
株
式
会
社

○
木
村
正
満（
山
王
学
区
）

○
寺
本
康
子（
東
和
学
区
）

○
西
村
正
孝（
弘
道
学
区
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

問
＝
南
消
防
署
（
☎
681
・
０
７
１
１
）

「いきいき市民活動センター」は
皆さんの活動を幅広く支援！

どうぞご利用ください

昨
年
11
月
か
ら
今
年
の
３
月

に
か
け
て
、
南
区
内
の
中
学
生
と

地
域
の
大
人
と
の
井
戸
端
会
議

「
ふ
れ
あ
い(

い
き
い
き)

ト
ー
ク
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
南
区
人
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
実
行
委
員
会
と
区
内
５

つ
の
市
立
中
学
校
が
連
携
し
、
地

域
住
民
の
方
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
平
成
14
年
度
か
ら
開
始
。
今

年
度
は
中
学
生
約
700
名
、
大
人
約

400
名
と
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。各

会
場
で
は
家
族
、
絆
、
京
の

祭
り
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
中
学
生
と
大
人
が
膝
を
突
き

合
わ
せ
て
ト
ー
ク
を
展
開
。
参
加

者
か
ら
は
、「
地
域
の
大
人
の
方

の
経
験
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
、
と

て
も
勉
強
に
な
っ
た
」、「
中
学
生

か
ら
し
っ
か
り
し
た
考
え
と
夢
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
温
か
い
気
持

ち
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
上

が
り
、
世
代
を
超
え
た
地
域
の
輪

が
一
層
広
が
り
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い（
い
き
い
き
）

ト
ー
ク
を
開
催

世
代
間
交
流
で
広
が
る
地
域
の
輪中学校での様子

「いきいき「いきいきご存知
ですか？

「
み
な
み
力
で
頑
張
る
！
区
民
応
援
事
業
」の
活
動
紹
介

【
あ
ん
し
ん・あ
ん
ぜ
ん
上
鳥
羽
推
進
委
員
会
】 

【
社
団
法
人
　
下
京
西
部
医
師
会
】

「
小
さ
な
お
せ
っ
か
い
は
上
鳥
羽
の
地
域
力（
み
な
み
力
）」

「
小
さ
な
お
せ
っ
か
い
宣
言
」の
表
彰
式
を
開
催

「
近
所
付
き
合
い
の
復
活
活
動
」 

地
域
交
流
会
を
開
催

　このほど、小枝橋―京川橋間

の鴨川拠点の整備が完了しまし

た。これに伴い、４月13日から

小枝橋公園（愛称）（上鳥羽塔ノ

森洲崎町）を開園。公園は、し

だれ桜を中心に濃紅紫色、濃紅

色、淡紅色、白色の桜と四季の

花が楽しめる憩いの河川空間と

して利用できます。

問＝府・河川課（☎414-5282）
　　府・都市計画課（☎414-5326）

色鮮やかな桜が彩る
新たな憩いの空間
小枝橋公園を開園

小枝橋公園のイメージ

南
区
役
所
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す同

士
の
交
流
も
大
い
に
深
め
ら
れ
、

近
所
付
き
合
い
が
進
め
ら
れ
る
貴

重
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
26
日
、
向
日
町
上
鳥
羽
線

開
通
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
路
線
は
平
成
元
年
度
の
事

業
着
手
か
ら
24
年
。
長
い
年
月
を

経
て
よ
う
や
く
全
面
供
用
の
時
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
久
世
橋
付
近
の

交
通
渋
滞
の
緩
和
や
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
京
都
工
場
跡
地
の
再
開
発
、
ら

く
な
ん
進
都
の
ま
ち
づ
く
り
な

ど
、
南
区
の
新
た
な
活
力
の
創
出

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
地
元
の
皆
様
に

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

向
日
町
上
鳥
羽
線
の

全
線
開
通
で
南
区
の

新
た
な
活
力
を
創
出開通式典の様子


